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十
月
十
三
日(

土)

、
茨
城
県
取
手
市
の
藤
代
公
民

館
・
小
貝
川
河
川
敷
（
取
手
市
）
に
お
い
て
、
ハ
ー

ブ
フ
ロ
ー
の
会
主
催
に
よ
る
ハ
ー
ブ
の
種
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
代
公
民
館
で
は
、
『
鳥
の
行
動
の
お
も
し
ろ

さ
』
の
題
目
で
、
日
本
野
鳥
の
会
会
員
で
、
ふ
じ
し

ろ
野
鳥
と
楽
し
む
会
会
長
の
宮
内
隆
之
さ
ん
よ
り
、

野
鳥
の
も
つ
魅
力
や
面
白
さ
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
話
の
後
、
河
川
敷
に
場
所
を
移
し
て

「
小
貝
川
ミ
ニ
探
鳥
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
自
割
り
当
て

ら
れ
た
区
間
に
お
い
て
、
土

づ
く
り
と
ハ
ー
ブ
の
種
ま

き
を
行
い
ま
し
た
。
土
づ
く

り
で
は
、
地
下
茎
を
取
り
除

く
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
各
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
一

生
懸
命
作
業
し
、
来
年
の

ハ
ー
ブ
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。

小貝川ミニ探鳥会

ハーブの種まき ハーブフローのつどい講演

第
四
十
二
回

ハ
ー
ブ
フ
ロ
ー
の
つ
ど
い

十
月
十
四
日
（
日
）
、
鬼
怒
川
左

岸
（
さ
く
ら
市
氏
家
）
で
『
シ
ナ
ダ

レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
の
抜
き
取
り
作

業
と
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の
観
察
会
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
に
種
ま
き
を
し
た
カ
ワ
ラ

ノ
ギ
ク
が
し
っ
か
り
と
芽
吹
い

て
お
り
、
心
地
よ
い
汗
を
か
き
ま

し
た
。
汗
を
か
い
た
後
の
勝
山
鍋

と
お
に
ぎ
り
の
お
昼
は
格
別
で

し
た
。

午
後
は
、
東
京
大
学
の
石
井
特

任
助
教
や
う
じ
い
え
自
然
に
親

し
む
会
副
会
長
の
松
田
さ
ん
の

講
話
、
意
見
交
換
な
ど
が
和
気
あ

い
あ
い
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
鬼
怒
川
の
宇
都
宮

市
平
石
地
区
で
は
、
カ
ワ
ラ
ノ
ギ

ク
の
保
全
地
に
お
い
て
、
お
花
見

『
鬼
怒
川
で
み
ん
な
で
豚
汁
を
食

べ
よ
う
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

外
に
、
鬼
怒
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

（
高
根
沢
町
宝
積
寺
）
で
は
、
『
コ

ス
モ
ス
祭
り
』
が
十
月
十
三
日

（
土
）
～
二
十
八
日
（
日
）
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

保
全
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
等
が

鬼
怒
川
・
小
貝
川
各
地
域
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
の
取
り

組
み
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

鬼怒グリーンパーク

花
と
一
万
人
の
会
に
よ
る

秋
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

十
月
二
十
一
日
（
日
）
、
『
第
二
十
二
回
ポ
ピ
ー
の

種
ま
き
＆
さ
つ
ま
い
も
掘
り
大
会
』
が
鬼
怒
川
左

岸
（
下
妻
市
・
大
形
橋
付
近
）
の
鬼
怒
フ
ラ
ワ
ー
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
来
年
の
春
に
は
き
れ
い

な
花
が
咲
く
よ
う
に
」
と
、
今
年
も
多
く
の
方
が
参

加
し
、
ポ
ピ
ー
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
『
さ
つ
ま
い
も
堀
り
大
会
』
で
は
、
大
き
な

さ
つ
ま
い
も
を
掘
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
子
供
達

の
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し

た
。同

時
に
行
わ
れ
た
河
川
の
清
掃
で
は
、
た
く
さ

ん
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
月
十
三
日
（
土
）
、
取
手
市
小
貝
川
親
水
護
岸

に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
貝
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
１

に
よ
る
Ｅ
ボ
ー
ト
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
１
チ
ー
ム
十
人
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

区
間
（
往
復
約
１
５
０
ｍ
）
を
競
争
す
る
も
の
で
、

十
チ
ー
ム
が
参
加
、
下
館
河
川
事
務
所
も
参
入
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

E
ボ
ー
ト
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
ポ
ニ
ー

乗
馬
、
走
っ
て
い
る
馬

の
上
で
の
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
演
技
の
披
露

や
、
手
打
ち
そ
ば
・
カ

レ
ー
・
豚
汁
の
販
売
が

格
安
で
行
わ
れ
、
秋
の

終
日
を
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。

十
月
十
三
日
（
土
）
～
十
四
日
（
日
）
の
二
日
間
に

わ
た
り
、
『
第
二
十
一
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト

i
n

取
手
』
が
取
手
市
市
民
会
館
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
十
一
回

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
取
手

ゴミの回収

魚類標本の展示

竹細工教室

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
十
一
月
か
ら
低
水
護

岸
工
事
や
築
堤
工
事
等
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
昨
年

の
台
風
十
五
号
で
被
災
し
た
箇
所
の
災
害
復
旧

事
も
行
わ
れ
ま
す
。

沿
川
住
民
の
皆
様
や
、
河
川

利
用
の
皆
様
に
は
工
事
の
た
め

に
通
行
止
め
や
工
事
車
両
の
通

行
等
に
よ
り
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

河
川
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

鬼
怒
川
の
上
流
部
左
支
川
の
湯
西
川
ダ
ム
の

成
式
が
、
十
月
六
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ダ
ム
は
、
水
需
要
に

応
え
る
と
と
も
に
、
流
域
を

洪
水
被
害
か
ら
守
る
た
め

建
設
さ
れ
た
重
力
式
の
多

的
ダ
ム
で
す
。

完
成
式
に
お
い
て
新
し

ダ
ム
湖
の
名
称
は
湯
西
川

と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

湯
西
川
ダ
ム
完
成
！

ダ
ム
湖
の
名
称
は
《
湯
西
川
湖
》

ポピーの種まき

さつまいも掘り

「
川
と
つ
な
が
る
私
た

ち
～
水
・
命
・
文
化
・
そ

し
て
夢
と
未
来
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
魚
類
学
者
で

タ
レ
ン
ト
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
る
さ
か
な
ク

ン
に
よ
る
記
念
講
演
「
さ

か
な
ク
ン
の
ギ
ョ

ギ
ョ
ッ
と
お
魚
の
話
」
や
、

地
元
取
手
市
の
小
中
学

生
に
よ
る
吹
奏
楽
発
表

や
研
究
発
表
（
オ
ペ
ラ
ッ

タ
等
）
な
ど
が
行
わ
れ
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し

た
。当

事
務
所
か
ら
、
魚
類

標
本
の
展
示
及
び
竹
細

工
教
室
を
実
施
し
、
大
勢

の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

絶
滅
危
惧
種
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の

保
全
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
が
地
域
で
活
発

護年
工平成23年度小貝川工事の様子 。 完

にをに目い湖 ！


